
1島原市報道資料1

平成 2 7年 8月 21 日

報道関係者 各位

島原市ジュニアスポーツ振興事業 (小・中学生派遣事業) について

標記の件について、下記のとおり出発式を開催しますので、お知らせします。

記

1 日 時 8月 2 5日 (火) 午前 8時 10 分
2 場 所 島原市役所 有明庁舎
3 訪問団 小学生 15 名、中学生 10 名、引率 3名

4 応対者 教育長、教育委員会スポーツ課長
5 詳 細
○日 程 8月 2 5 日 (火 )~8 月 2 8 日 (金)

○研修先 学校法人日本体育大学、味の素ナショナルトレ」ニングセンター
○目 的 小・中学生を大学に派遣しトップレベルの指導者や選手から講義や実

技指導を受けることにより、児童生徒の意識の高揚を図り、さらなる
スポーツの振興や競技力の向上を目指す。

○団 員 別紙のとおり
○日 程 別紙のとおり

担当・島原市教育委員会 スポーツ課 谷川

電話 ,0957‐68‐5474( 内線 663)

E‐ma ・1 ・s‐tan ・gawa@c ・tysh ・mabara lg ip

有明海にひらく湧水あふれる

火山と歴史の田園都市 島原



日 程
月日曜 時刻 都市名 旅 程

8/25

(火)

8 00~

8 「 0~

8 20~

「 0 00~

1 0 50~

「 2 35~

「 5 30~

「6 00

1 6 00~

「7 00

「‐7 30~

イ8 30

「9 00~

21 00

2 「 00

島原市

長崎空港萱

長崎空港発

羽田空港書

日体大
2205 教室

日体大学内

日体大

日体大

有明庁舎集合

出発式

有明庁舎出発 (貸し切りバス)

長崎空港到着後、搭乗手続きをすませ、空路東京へ
ANA664 便 (1050 発テ「2 35 壱)

到着後、昼食、日本体育大学へ移動
(移動は全て公共交通機関を利用)

歓迎の言葉
日程説明及び大学紹介 (D〉D鑑賞)

学内見学 (スポーツ棟・教育研究棟)

夕食 (学食)

入浴、学習

就寝 <日体大 ゲストハウス 泊>

8/26

(水)

8 00~

9 00~

「0 00

「 0 「 5~

1 「 「5

「「 30~

「2 30

1 3 00~

「3 30

「3 40~

「4 「O

「 4 30~

1 5 1 0

「5 20~

「6 00

「 6 「 0~

「6 50

「7 00~

17 30

「8 00~

「9 00

「 9 00~

2 「 00

21 00

日体大

日体大
2205 教室

日体大
2205 教室

日体大

トレーニングセンター

トレーニンク.センター

トレーニングセンター

トレーニングセンター

トレーニングセンター

トレーニングセンター

日体大

日体大

朝食 (学食)

メダリストによる講話 (講師 具志堅幸司先生)
※金メダルを掛けてみよう

メンタルトレーニング講義 (講師 高井秀明先生)

昼食

ジユニァ期のしっておきたい ・やっておきたいトレーニング

(講義)

競技動作がよ<なるウオーミングアップ (実技)

バーバルを使った筋力やパワーを高めるトレーニング (実技 )

バランスボールを使ったどこでも楽しくトレーニング (実技)

人より速く走り高くジヤンアするためのトレーニング (実技)

しなやかでケガのしない身体 (実技)

夕食 (学食)

入浴、学習

就寝 <日体大 ゲストハウス 泊>



8/28

(金)

8 00~

9 00~

「 2 00~

「3 00~

1 4 50~

17 00

日体大

東京都内

g 田空港発

長崎空港書

島原到着

朝食 (学食)

都内施設見学、各自で昼食 (班行動)

昼食

SNA35 便 (1300 発ナ1450 看)

賞し切りバスで島原へ

島原市役所有明庁舎 (保護者の送迎で帰宅)

学校法人日本体育大学 世田谷キャンパス
〒「58 一 8508

東京都世田谷区深沢7- 「一「
TEL 03 一 5706-090O

FAX03 一 5706 一 091 2

8/27

(木)

8 00~

1 0 00~

「 1 30~

「2 30

14 00~

「5 00

「5 00~

1 5 「5

「5 「5~

「6 1 5

1 6 「5~

「6 30

「 6 30~

「7 30

「7 50~

「8 50

1 9 00

2 「 00

東京都内

NTC

NTC

日体大
5「08 教室

5「05 教室

5「08 教室

日体大

日体大

朝食 (学食)

味の素ナショナルトレーニングセンター見学

昼食 (アスリート食体験)

からだを動かしてみよう (田中理恵先生)

休憩/移動

ダブルダッチ実演/体験

休憩/移動

バランスボール体験 (三宅良輔先生)

夕食 (学食)

入浴、学習

就寝 <日体大 ゲストルーム 泊>

味の素ナショナルトレーニングセンター
〒「「5-0056

東京都北区西が丘 3-「5-「

TEL 03-5963 一 29 「2( 代表 )

宿泊施設 学校法人日本体育大学 ゲストハウス

出発
(「)日時 平成27 年8月 25 日 (火) 8 00 集合

8 「○ 出発
(2) 場所 島原市役所有明庁舎

到着
(「) 日時 平成 2‐7年 8月 28 日 (金) 「7 00

(2) 場所 島原市役所有明庁舎



団員名簿

No 氏名 学校名 学年 性別 競技種目 班
イ十十
宮崎 海斗 -中 「年 男 バレーボール 3

2 井上 樺乃 二中 「年 女 バレーボール 2

3 中川 咲希 二中 「年 女 水泳 イ十十十

4 松崎 倖太朗 三中 「年 男 サッカー 十ィ十十

5 西浦 百華 三会中 2年 女 少林寺拳法 3

6 北浦 寛大 三会中 「年 男 ソフトテニス 2

7 落水 健太 三会中 「年 男 レスリング イー十

8 森 方穂 有明中 2年 女 剣 道 イti

9 宮崎 聖 有明中 2年 女 バレーボール 2

「O 本多 好 有明中 1年 女 陸上 3

「「 大橋 旭班 -小 6年 男 ソフトボール イ
ー

「2 松本 真奈 -小 6年 女 ラグビー 2

「3 石本 和也 ー小 6年 男 バスケットボール 3

「4 田中 心、陽 -小 6年 男 サッカー 「

「5 苑田 将吾 ニ小 5年 男 ソフトボール 2

「6 徳永 妃李 ニ小 5年 女 バレーボール I

「7 上田 暁 三小 6年 女 バレーボール 3

「8 小田 宗 =小 6年 男 空手 2

「9 吉永 華杏 四小 6年 女 サッカー 3

20 山□ 真琴 四小 6年 女 バレーボール I

2「 吉田 ひなた 五小 6年 女 水泳 2

22 園田 悠乃 五小 6年 女 バレーボール I

23 焼本 慎 :会小 5年 男 レスリング 3

24 西浦 葺花 :会小 5年 女 少林寺拳法 2

25 北浦 秀 湯江小 5年 男 ソフトボール 3

引率者

引率 島原市教育委員会
スポーツ課

谷川 誠- 090-8763-2375

引率
島原市教育委員会
学校教育課

八木 信也

引率
島原市教育委員会
スポーツ課 中村 窓 ○90-4993 ‐2729

○島原市教育委員会 スポーツ課
TE L O95 アー 68 一 5474

FAX O957 一 68 一 5480



講師紹介 具志堅 幸司 プロフィール

「956 年目 月「2 日生まれ、大阪府出身。

「978 年 日本体育大学 体育学部卒業。

「984 年□サンゼルスオリンピックにて、個人総合とつり輪で金メダル、跳馬で銀メダル、団体総
合と鉄棒で銅メダルを獲得。

□サンゼルスオリンピック体操個人総合金メダリスト。

天皇杯受賞 (5回)、

内閣総理大臣賞受賞 (5回)、

文部大臣賞受賞 (S58)、

紫綬褒章受章 (H「7)。

現在、神奈川県教育委員会委員長としても活躍。

日本体育大学体育学部教授 (体育学部長)

醒 日本 体 育 大 学
罰圏 日本体育大学女子短期大学部

田中 理恵 (だなか りえ、1987 年 6月 1「日生まれ )

和歌山県岩出市出身。父親の田中章二氏が指導する体操クラブで小学校 1 年次から競技を始める。
和歌山県立和歌山北高等学校、日本体育大学体育学部卒業。日本体育大学大学院体育科学研究科博
士前期課程修了。同大研究員を経て、20「3年より日本体育大学児童スポーツ教育学部助教、現在
に至る。

2003 年 4 月、県立和歌山北高等学校入学。高校時代、インターハイの成績はベスト「6。

2006 年 4 月、日本体育大学体育学部入学。

2009 年 4 月、全日本選手権で個人 2 位。

2010 年 3月、日本体育大学体育学部卒業。同年 4月、日本体育大学大学院に進学。

同年「0 月、世界選手権に出場し、女子団体 5 位入賞に貢献。同大会で「□ンジン・エレガンス賞」
を受賞。

20「2 年 3 月、日本体育大学大学院を修了し、4月より研究員として所属。

同年 4 月、全日本選手権の個人総合で初優勝。5 月には NHK 杯体操女子個人総合において初優勝
し、□ンドンオリンピック出場を決める。□ンドンオリンピックには弟の佑典、兄の和仁と揃って
の出場となった。

同年 8月、□ンドンオリンピックに出場し、女子主将を務めた団体では 8位入賞、個人総合で「6
位だつた。

20「3 年 4 月、日本体育大学児童スポーツ教育学部助教に就任。

同年、2020 年東京オリンピック招致団の一員として、6 月にスイスの□-ザンヌで開催された
ANOC( 国内オリンピック委員会連合)総会でプレゼンテーションを行った。まだ 9 月にアルゼン
チンのブエノスアイレスで行われた 1OC 総会にアスリート代表として同行し、招致を成功させた。

現在、東京オリンピック・パラリンピック競技大会組織委員会理事としても活躍中。



平成 2 7年度 島原市ジュニアスポ ツ振興事業実施要項
(小・中学生派遣事業)

島原市教育委員会

1 趣 旨 小・中学生を大学に派遣しトップレベルの指導者や選手から講義や実技指導を受け
ることにより、児童生徒の意識の高揚を図り、さらなるスポーツの振興や競技力の向

上を図る。

2 主 催 島原市・島原市教育委員会・学校法人日本体育大学

3 事業概要
(1) 派遣期間 平成 2 7年 8月 2 5 日 (火 )~8 月 2 8 日 (金)

(2) 研修場所 学校法人日本体育大学 (世田谷キャンパス・健志台キャンパス)

味の素ナショナルトレーニングセンター

(3) 研修内容
① オリンピックメダリストからの講話

② 大学の先生方からの講義・実技指導
③ 大学生とのスポーツ交流
④ 日本体育大学及び近代的なスポーツ施設の視察及び見学

(4) 事前説明会
本研修の意義と研修内容、注意事項等の説明会をおこなう。

説明会 8月 4 日

(5) 報 告
① 研修終了後レポートを作成し、提出する。
② 後日、報告会を島原市役所において行う。

(6) 参加条件
① 本事業の趣旨を理解し、積極的に活動できる者
② 事前説明会・報告会に必ず出席できる者
③ 生活態度が良好な者で、体育・スポ ツに意欲的に取り組んでいる者

(7) 参加対象者
・島原市内の小・中学校に在籍する小学校 5年生から中学校 2年生まで
の児童 ・生徒 2 5名

・引率者 (市教育委員会職員) 3名
計 2 8名

(8) 経 費
旅費、宿泊費、食費、保険の一部 (10,000円) を保護者負担とし、その他は島原市が負担する。

(9) 保 険
旅行中の事故については、旅行保険で対応する。

(10)その他
参加希望者が定員を超えた場合は委員会において選考する。


